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1. はじめに

J-STAR® Weldingは，微量の REM（rare earth metal：希
土類元素）を添加した Si-Mn-Ti系ワイヤを用いるとともに，
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られず，J-STAR狭開先溶接の健全性が確認できる結果と
なった。

���� 溶接金属の強度・靭性

溶接金属の引張試験およびシャルピー衝撃試験（0℃）
結果とパス間温度の関係を図 �に示す。図中のハッチ部は
従来の CO2
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累積塑性変形倍率（正負方向の合計）ηAが 47，骨格曲線
から求めた累積塑性変形倍率（正負方向の合計）ηSが 19

であり，建築鉄骨の耐震設計上，塑性変形能力を期待する
骨組に必要とされる変形倍率 12)

reqηA � 10，reqηS � 5（いず
れも破断した載荷方向の値）を十分満足する結果となった。

4.2.2 柱曲げ実験
柱曲げ実験の結果として，図 7にコラムの全塑性モーメ

ントMpとこれに対応する弾性変形角 θpで無次元化した荷
重
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 3） 片岡時彦，池田倫正，小野守章，安田功一，平田好則．溶接学会論文
集．2008，




